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No.
PPT
番号

ジャンル 備考

1 18 諺
相反する
２つの解
釈がある

2 19 諺 　

3 19 熟語 　

4 19 諺 　

5 19 諺

6 19 諺

7 19 諺

8 19 諺 　

9 19 諺 　

10 20 諺 　

11 20 諺 　

12 20 諺 　

13 20 諺 　

14 20 諺 　

15 20 諺 　

16 21 諺 　

17 21 吠える犬は噛みつかぬ 諺  

18 21 諺  

19 21 諺 　

20 21 諺 　

21 21 諺 　

22 21 諺 　

23 21 諺 　

　 　 　 　 　 　

噛み合う犬は呼び難し

旅の犬が尾をすぼめる

米喰った犬は叩かれずに糠
喰った犬が叩かれる

飼い犬に手を噛まれる

犬は門を守り武士は国を守る

夫婦喧嘩は犬も喰わない

尾を振る犬は叩かれず

浦場の犬は鰯を喰わぬ

たのむと頼まれては犬も木に登る

一犬影に吠えれば百犬声に吠ゆ

犬も人を見れば尾を振る

殿の犬には喰われ損

本日の話に登場した ペット諺（ことわざ）など（犬）

犬が狸のような大獲物を捕るのは一生に一度ぐらいのも
のだ。⇒ビッグチャンスというのはそうそう巡ってこない。

捨てられた犬に握り飯をやっても、ただ食べて逃げて
行ってしまうだけで、やり甲斐がない。

ことば 大意

出歩いていれば思わぬ幸運に巡りあうものだ、という説
と、出歩いたばかりに思わぬ災難にあう、という正反対の
説とがあるので、場に応じて使い分ける必要がある。

物の価値がわからない者に高価・貴重な物を与えても意
味がない。⇔馬の耳に念仏

素直に負けを認めず強がりなどを云うこと。「往生際が悪
い」などと類義。

とても仲が悪いこと。「不倶戴天の敵」と類義。

報われない死にかたのこと。

犬や馬のように忠義を尽くし主人や他人に尽くすこと。

痩せて弱い犬でも、飼われている家の前では強そうに振舞う。

捨て犬に握り飯

家の前の痩せ犬

犬一代　狸一匹

負け犬の遠吠え

殿の犬に嚙まれても文句は言えない。⇒権力者や有力
者には叶わない。

大きな悪事を働いたものが罪を逃れ、小さな悪事を働い
たものが罰せられる。

地元では元気だが、外に出ると委縮して自信がなくな
る。

夢中で噛み合っている犬は呼んでも聞こえない。⇒何かに熱
中しているときは他から何を云われても聞こえないものだ。

犬と鷹のように、役割は違っても同じ主人に仕えれば、
皆、同僚（仲間）だ。

犬でさえ、人を見れば尾を振って愛想を振りまく。⇒人
も、あまり不愛想にしているのは良くない。

漁村で暮らす犬は舌が肥えているので、鰯のような普通の魚は
食べない。⇒口が贅沢に慣れていると安物は食えない。

相手に懇願されると、出来そうもないことでも何とかやっ
てみようという気になること。

噛みつく勇気がない犬ほどよく吠える。

一匹の犬が影に怯えて吠えると、その声に他の犬が一
斉に唱和して吠え始める。「付和雷同」と類義。

面倒をよく見た相手に裏切られること。

立場それぞれにより与えられた役割を果たすこと。

夫婦喧嘩ほどくだらない、見・聞き苦しいものは無い。

愛想良くすれば他人から悪くはされないものだ。

犬も朋輩鷹も朋輩

犬に論語

犬馬の心

犬死に

犬猿の仲

犬も歩けば棒に当たる


